
令和8年「まほろば会初詣」資料

NHK 大河ドラマ蔦屋重三郎ゆかりの地、吉原界隈を巡る
（小塚原回向院・延命寺・平賀源内の墓・吉原大門・見返り柳・新吉原跡地

・吉原神社・吉原弁財天・鷲神社・浄閑寺）
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令和8年1月24日（土）

まほろば会



はじめに

昨年の初詣会は「上野の森に所在する寺社を詣でる」とし、上野寛永寺一帯を参拝しました。
今年は、「NHK大河ドラマ 蔦屋重三郎ゆかりの地、吉原界隈を巡る」と銘打ち、あまりなじみの
ない方も多いと思われる吉原界隈を巡ることとします。訪問場所が多いですが、小さな場所も多
くそれぞれの滞在時間は限られています。大河ドラマを見ている方はその場面を思い出すなどし
て江戸時代に思いを馳せてください。

また、蔦重ゆかりの地ではあるものの場所が離れている先は今回の訪問先からは外しています。
そのかわり南千住駅近くの2つの寺を追加しました。吉田松陰や橋本佐内といった幕末の志士たち
の墓がある小塚原回向院（誘拐犯罪史上歴史に残る吉展地蔵尊もあります）、首切地蔵として有
名な延命寺（江戸時代の処刑場あと）をまず最初にご覧いただきます。

吉原界隈の見どころとしては、吉原神社・吉原弁財天・鷲（おおとり）神社あたりかと思われ
ます。吉原神社・吉原弁財天は以前は、映画「吉原炎上」で主役をつとめた名取裕子のコメント
や関連ツールが掲げられていましたが、今回は大河ドラマ一色になっているかもしれません。終
盤で訪問する鷲神社は熊手を売る露天商が並ぶ酉の市で特に有名です。当日の混雑度合いにもよ
りますが初詣と記念撮影を行う予定にしています。

午後からは北千住駅前「はなの舞」にて新春懇親会を開催します。どうぞお楽しみください。

幹事 上原・斎多
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小塚原回向院の概要
小塚原回向院は本所回向院の住職弟誉義観が、行路病死者や刑死者の供養のため、1667年に小塚原刑場の傍らに開
いた寺院です。文政5年（1822）津軽藩主津軽寧親を襲撃した南部藩出身の相馬大作を処刑して以降、国事犯の処
刑場となったため、橋本左内、頼三樹三郎、吉田松陰や鼠小僧、高橋お伝の墓など多くの供養碑があります。

小塚原回向院の縁起
明和8年（1771）蘭学者杉田玄白・中川順庵・前野良沢らが、小塚原で刑死者の解剖に立ち合った。後に解体新書
を翻訳し、日本医学史上に大きな功績を残したことを記念して、対象11年に観臓記念碑が建立された。

小塚原回向院にある荒川区登録記念物（史跡）
・吉田松陰の墓 ・橋本左内の墓 ・頼三樹三郎の墓 ・小塚原刑場跡 ・観臓祈念碑

小塚原刑場跡
小塚原の刑場は、寛文7年（1667）以前に浅草聖天町辺りから移転してきたといわれています。間口60（108m）、
奥行30間余（54m）、約1,800坪の敷地でした。日光道中に面していましたが周囲は草むらだったといわれ、浅草
山谷町と千住宿の間の町並みが途切れている場所に位置していました。
小塚原の刑場では、火罪・磔・獄門などの刑罰が執り行われるだけでなく、刑死者や行倒れ人等の無縁の死者の埋
葬も行われました。時に刑死者の遺体を用いて行われた刀の試し切りや腑分け（解剖）も実施されました。また、
徳川家の馬が死んだ後の埋葬地として利用されることもありました。そして回向院下屋敷（現回向院）はこれらの
供養を担っていました。
明治前期には、江⼾時代以来の刑場としての機能は漸次廃⽌、停⽌され、回向院は顕彰、記念の地となっていきま
した。また「観臓記念碑」は、杉田玄白や前野良沢らが、ここで腑分けを見学したことをきっかけとして「ターヘ
ルアナトミア」の翻訳に着手し「解体新書」を出版したことを顕彰するため建てられたものです。回向院境内には
こうした数多くの文化財が残っており、刑場の歴史を今に伝えています。
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小塚原回向院本堂

橋本佐内の墓

小塚原回向院

吉田松陰の墓



5

小塚原刑場跡（延命寺・首切り地蔵）
東京都荒川区南千住2丁目にある浄土宗の寺が、延命寺。昭和57年、小塚原刑場の傍らに開かれた小
塚原回向院から分院独立し開山した寺で、境内には首切り地蔵と呼ばれる地蔵尊が祀られています。
⼀帯は江⼾時代に江⼾に2ヶ所あった江⼾のお仕置場（刑場）、小塚原刑場の跡です。

罪人の斬首を見守った首切り地蔵首切り地蔵
品川の鈴ヶ森刑場とともに、江⼾に2ヶ所あったお仕置場（刑場）のひとつが小塚原刑場。
慶安4年（1651年）に設置された刑場は、間口60間（108m）、奥行30間余（54m）で、明治6年に
廃⽌されるまで、多くの罪人が磔（はりつけ）、斬罪（ざんざい＝首切り）、獄門（首を斬って公
衆にさらす刑）などで処刑されています。
天保3年8月19日（1832年9月13日）には大名屋敷を専門に荒らし義賊伝承が残る鼠小僧次郎吉が市
中引廻しの小塚原刑場で処刑（斬首の獄門）されています。

首切り地蔵は、小塚原刑場で処刑された死者、日光街道で行き倒れになった人の菩提を弔うため、
寛保元年（1741年）に建立されたものです。
像高は1丈2尺（3.6ｍ）で、浄心が願主となり、木場の深川伊八らの寄進で造立。
⽯⼯は、大坂⻄横堀・中村屋半六で、本体25個、台座8個の花崗岩を組み合わせて建立しています。
台座には「天下泰平国土安寧」と刻まれることから、無縁仏の菩提を弔うことで、天下泰平を願う
ために建立したということがわかります（明治20年頃までは、処刑された人の親族たちが手を合わ
せる姿があったとも）。

明治28年、隅田川駅（貨物駅）開設の鉄道敷設⼯事のため現在地に移設されたもので、往時には隅
田川貨物線の南側に安置されていました。
首切り地蔵の名がありますが、地元では延命地蔵と呼ばれ、首のない地蔵ではなく、斬首を見守っ
た地蔵。
東日本大震災の際に倒壊したことで、解体復元⼯事が行なわれ、その際に、胎内から火葬骨、一字
一⽯経、古銭（寛永通宝、文久永宝など）などが見つかっています。



6



7



8



9



10



参考資料

• １．日程：2026年 1月24日（土）10時 JR南千住駅西口改札集合

• ２．見学予定地

• ＜初詣会＞

• ① 小塚原回向院、延命寺 ② 平賀源内の墓 ③ 吉原大門、見返り柳、新吉原跡地

• ④ 吉原神社、吉原弁財天

• ⑤ 鷲神社

• ⑥ 浄閑寺

• 三ノ輪駅12時40分 北千住12時50分

• ＜懇親会＞

• 個室座敷海鮮居酒屋はなの舞北千住駅⻄⼝店 13：00～ https://izakaya-hananomai.com/

℡ 03-5813-1910
• お問い合わせ まほろば会幹事 上原・斎多・⻄村まで
• 緊急時連絡先 上原携帯090-1053-3661 斎多携帯090-8806-9453 ⻄村携帯090-3876-9491
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